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(57)【要約】
【課題】新しい施設情報を簡便に取得することができ、
新しい施設情報であると識別して利用することができる
ナビゲーションシステム及びナビゲーション装置を提供
することである。
【解決手段】放送装置２００が情報の同一性を識別する
識別情報と情報の日時を示す日時情報と施設の位置を特
定する位置情報と施設の名称とを少なくとも含む施設情
報を放送電波に乗せて所定の期間常時繰り返して放送し
、カーナビゲーション装置１００が施設情報を蓄積した
施設情報記憶部から日時情報を指標として施設情報を読
み出して、その施設の位置を印付きで地図画像上に表示
するようにする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　飲食店、娯楽施設、観光施設等の施設に関する情報であって前記情報の同一性を識別す
る識別情報と前記情報の日時を示す日時情報と前記施設の位置を特定する位置情報と前記
施設の名称とを少なくとも含む施設情報を放送電波に乗せて所定の期間常時繰り返して放
送する放送装置と、前記放送電波を受信するナビゲーション装置とを含むナビゲーション
システムであって、
　前記ナビゲーション装置は、
　自らの現在位置を取得する現在位置取得手段と、
　ディスプレイと、
　地図情報を記憶した地図情報記憶部と、
　前記地図情報を前記地図情報記憶部から読み出して前記ディスプレイに地図画像として
表示する地図情報表示制御手段と、
　前記放送電波を受信する受信手段と、
　受信した前記放送電波から前記施設情報を抽出する抽出手段と、
　抽出された前記施設情報を蓄積する施設情報記憶部と、
　前記施設情報記憶部への前記施設情報の蓄積を制御する蓄積制御手段と、
　前記施設情報記憶部に蓄積された前記施設情報のうちから前記日時情報を指標として所
定範囲の施設情報を読み出すように設定されている施設情報読み出し手段と、
　前記施設情報読み出し手段が読み出した前記施設情報に係る施設の位置を印付きで前記
地図画像上に表示する施設位置表示制御手段とを備えることを特徴とするナビゲーション
システム。
【請求項２】
　前記ナビゲーションシステムは、前記施設情報を蓄積した放送用データベースを更に有
し、
　前記放送用データベースは、蓄積した前記施設情報を前記放送装置に送出するように構
成されている請求項１記載のナビゲーションシステム。
【請求項３】
　前記放送装置は、前記施設情報を一時的に記憶する一時的記憶部と、前記施設情報を放
送用フォーマット形式に変換する変換部と、前記施設情報を放送電波に乗せて放送する送
出部とを備えている請求項１又は２記載のナビゲーションシステム。
【請求項４】
　前記施設情報の対象となる施設は放送局が放送した放送番組において紹介された施設で
あって、前記日時情報は前記放送番組の放送日時である請求項１、２又は３記載のナビゲ
ーションシステム。
【請求項５】
　前記施設情報は、前記放送番組に関する情報を含む請求項１、２、３又は４記載のナビ
ゲーションシステム。
【請求項６】
　前記施設情報は前記施設の種類に関する情報を含み、前記ナビゲーション装置の前記施
設情報読み出し手段は読み出す施設の種類を選択することができるように構成されている
請求項１、２、３、４又は５記載のナビゲーションシステム。
【請求項７】
　前記ナビゲーション装置は、カーナビゲーション装置である請求項１、２、３、４、５
又は６記載のナビゲーションシステム。
【請求項８】
　飲食店、娯楽施設、観光施設等の施設に関する情報であって前記情報の同一性を識別す
る識別情報と前記情報の日時を示す日時情報と前記施設の位置を特定する位置情報と前記
施設の名称とを少なくとも含む施設情報を放送電波に乗せて所定の期間常時繰り返して放
送される放送電波を受信するナビゲーション装置であって、
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　自らの現在位置を取得する現在位置取得手段と、
　ディスプレイと、
　地図情報を記憶した地図情報記憶部と、
　前記地図情報を前記地図情報記憶部から読み出して前記ディスプレイに地図画像として
表示する地図情報表示制御手段と、
　前記放送電波を受信する受信手段と、
　受信した前記放送電波から前記施設情報を抽出する抽出手段と、
　抽出された前記施設情報を蓄積する施設情報記憶部と、
　前記施設情報記憶部への前記施設情報の蓄積を制御する蓄積制御手段と、
　前記施設情報記憶部に蓄積された前記施設情報のうちから前記日時情報を指標として所
定範囲の施設情報を読み出すように設定されている施設情報読み出し手段と、
　前記施設情報読み出し手段が読み出した前記施設情報に係る施設の位置を印付きで前記
地図画像上に表示する施設位置表示制御手段とを備えることを特徴とするナビゲーション
装置。
【請求項９】
　前記施設情報の対象となる施設は放送番組で紹介された施設であって、前記施設情報の
前記日時情報は前記放送番組が放送された日時に関する情報である請求項８記載のナビゲ
ーション装置。
【請求項１０】
　前記施設情報は、前記放送番組に関する情報を含む請求項９記載のナビゲーション装置
。
【請求項１１】
　前記蓄積制御手段は、前記抽出手段が抽出した施設情報と同一の施設情報が前記施設情
報記憶部に蓄積されている場合には前記施設情報を蓄積すべき情報から排除するように構
成されている請求項８、９又は１０記載のナビゲーション装置
【請求項１２】
　前記施設情報読み出し手段で設定される前記所定範囲の施設情報は、現在時から遡って
所定の期間の範囲内にある日時情報を有する施設情報である請求項８、９、１０又は１１
記載のナビゲーション装置。
【請求項１３】
　前記施設情報読み出し手段は、前記所定範囲を変更することができるように設定されて
いる請求項８、９、１０、１１又は１２記載のナビゲーション装置。
【請求項１４】
　前記施設情報は前記施設の種類に関する情報を含み、前記施設情報読み出し手段は読み
出す施設の種類を選択することができるように構成されている請求項８、９、１０、１１
、１２又は１３記載のナビゲーション装置。
【請求項１５】
　施設位置表示制御手段は、施設の位置と共に少なくとも施設の名称を表示する請求項８
、９、１０、１１、１２、１３又は１４記載のナビゲーション装置。
【請求項１６】
　施設情報に含まれる情報を、ディスプレイに表示することができるように構成されてい
る請求項８、９、１０、１１、１２、１３、１４又は１５記載のナビゲーション装置。
【請求項１７】
　前記施設情報に含まれる情報を音声情報として出力する音声出力手段とを備える請求項
８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５又は１６記載のナビゲーション装置。
【請求項１８】
　前記施設情報記憶部に蓄積された施設情報について、前記地図情報記憶部に記憶された
地図情報として扱うことができる８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６又
は１７記載のナビゲーション装置。
【請求項１９】
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　前記ナビゲーション装置は、カーナビゲーション装置である請求項８、９、１０、１１
、１２、１３、１４、１５、１６、１７又は１８記載のナビゲーション装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ナビゲーションシステム及びナビゲーション装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ナビゲーション装置は、車に搭載するカーナビゲーション装置として現在広く普及して
おり、通常、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）を利用し
て取得した自車の現在位置を示すマーク、現在位置周辺の道路、更に目的地が設定された
場合には目的地の位置を示したマーク等をディスプレイの地図上に表示し、現在位置から
目的地までの経路を地図上に示すようになっている。
【０００３】
　また、さまざまな施設、即ちアミューズメントパーク、映画館等の娯楽施設、飲食店等
の店舗、また、市役所、裁判所等の公的機関等の各種の施設等の位置も、カーナビゲーシ
ョン装置に対するユーザの設定又は操作等に応じて、ディスプレイの地図画像上に表示す
ることができるようになっている。
【０００４】
　このように、カーナビゲーション装置は、目的地として施設を設定することができ、ま
た表示された地図の範囲にある施設の位置も表示するようになっているので、道路に関す
る情報の他、施設に関する情報を備えている。即ちカーナビゲーション装置のディスプレ
イに地図画像を表示するために用いられる地図情報には道路に関する情報だけでなく、施
設に関する情報も含まれている。
【０００５】
　これらの各種施設の情報については、カーナビゲーション装置を製造・出荷する際に、
道路等の情報と共に地図情報としてカーナビゲーション装置が備えているハードディスク
等の記憶装置に予め記憶させておくということが、現在、通常行われているあり方である
。
【０００６】
　しかし、製造の段階でカーナビゲーション装置の記憶装置に施設に関する情報を記憶し
ておくので、製造の段階で最新の情報であったとしても、時間の経過と共にその情報は古
くなっていく。仮に、カーナビゲーション装置を購入したときには最新の情報であったと
しても、購入後の時間の経過によりその情報は次第に古くなっていく。
【０００７】
　そこで、カーナビゲーション装置に施設に関する情報を提供する手法がいろいろ考えら
れる。例えば、カーナビゲーション装置のユーザに対して、新しい情報が記憶したＣＤ－
ＲＯＭ等の記憶媒体を頒布し、ユーザがこの記憶媒体に記憶された情報をカーナビゲーシ
ョン装置にインストールする手法が考えられる。
【０００８】
　また、ユーザのパソコンが施設に関する情報を格納したデータベースにインターネット
等の通信回線を介してアクセスして情報を取得し、その取得した情報をカーナビゲーショ
ン装置に伝送するという手法が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００９】
　更に、カーナビゲーション装置が通信手段を備えるようにして、ユーザが必要に応じて
、この通信手段を操作して情報を格納したホスト局と通信して、ホスト局が有する情報を
カーナビゲーション装置が取得する手法が提案されている（例えば、特許文献２参照）。
【００１０】
　また、日替わり情報の提供という観点から、日替わりのイベント等の文字情報を、位置
情報と共に放送電波に乗せて放送し、それをカーナビゲーション装置が受信するという手
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法も提案されている（例えば、特許文献３参照）。
【特許文献１】特開２００２－１０７１５１号公報
【特許文献２】特開平８－１３８１９３号公報
【特許文献３】特開平１１－３０５２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかし、施設に関する情報を記憶した記憶媒体を購入して、その記憶媒体の施設情報を
カーナビゲーション装置の記憶装置に記憶させるのは、ユーザにとって費用、時間、手間
もかかるし、購入することを忘れるということもある。また、新しい情報を記憶した記憶
媒体を入手するとしても、その記憶媒体が年に１回とか、２回程度の割合で販売されると
すれば、その時間的な遅れが発生する。
【００１２】
　これに対して、ユーザのパソコンが情報の格納したデータベースを有するサーバから通
信回線を介して情報を取得して、その情報をカーナビゲーション装置に伝送するという手
法は、サーバに蓄積されている情報が新しければ、新しい情報を入手することが可能とな
る。
【００１３】
　しかし、この手法は、パソコンが通信回線を介してサーバから情報を取得し、そのカー
ナビゲーション装置に伝送することができる設備やカーナビゲーション装置がパソコンか
ら情報の伝送を受けることができる設備が必要となる。また、ユーザが自らサーバにアク
セスしてその情報を取得し、それをカーナビゲーション装置に伝送するという手間がかか
る。更に、個々のユーザがサーバに接続してくるので、このデータベースのサーバを常時
維持管理する設備負担が大きくなる。
【００１４】
　また、カーナビゲーション装置がホスト局のデータベースから通信手段を利用して情報
を取得するという手法は、直接カーナビゲーション装置が情報を取得する点で簡単となっ
ている。
【００１５】
　しかし、カーナビゲーション装置に対してこのような通信環境を構築する必要があり、
そのための設備費、通信費等のコストがユーザに発生する。また、ユーザが自らホスト局
に接続してその情報を取得するという手間がかかる。また、やはり個々のユーザがホスト
局に通信手段を介して接続してくるので、このデータベースのサーバを常時維持管理する
必要が発生し、情報を提供する側の設備負担が大きくなる。
【００１６】
　上述のこれらの手法は、カーナビゲーション装置の記憶装置に施設に関する情報を蓄積
して、その情報を利用できるようにするという点で共通している。しかし、今度は、カー
ナビゲーション装置のディスプレイの地図上に示される施設が多すぎると、施設に関する
情報を選択し利用するのに困難を感じるユーザも存在する。単純に新しい情報が増えれば
よいというものでもないと考えられる。
【００１７】
　なお、日替わり情報を提供する手法が提案されている。しかし、この手法は施設情報を
蓄積しておいてユーザが後からその施設情報を利用するというものではない。単に、その
日のイベント情報を把握できればよいというものである。
【００１８】
　そこで、カーナビゲーション装置が新しい情報を蓄積した場合に、その新しい情報を新
しい情報として識別できるように利用することができるようにすれば、ユーザの施設の選
択に資することになると考えることができる。
【００１９】
　そこで、本発明の目的は、上記問題点を鑑みて、ナビゲーション装置が新しい施設情報
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を簡便に取得することができ、新しい施設情報であると識別して利用することができるナ
ビゲーションシステム、及び新しい施設情報を簡便に取得し、新しい施設情報であると識
別して利用することができるナビゲーション装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　（１）本発明のナビゲーションシステムは、飲食店、娯楽施設、観光施設等の施設に関
する情報であって前記情報の同一性を識別する識別情報と前記情報の日時を示す日時情報
と前記施設の位置を特定する位置情報と前記施設の名称とを少なくとも含む施設情報を放
送電波に乗せて所定の期間常時繰り返して放送する放送装置と、前記放送電波を受信する
ナビゲーション装置とを含むナビゲーションシステムであって、前記ナビゲーション装置
は、自らの現在位置を取得する現在位置取得手段と、ディスプレイと、地図情報を記憶し
た地図情報記憶部と、前記地図情報を前記地図情報記憶部から読み出して前記ディスプレ
イに地図画像として表示する地図情報表示制御手段と、前記放送電波を受信する受信手段
と、受信した前記放送電波から前記施設情報を抽出する抽出手段と、抽出された前記施設
情報を蓄積する施設情報記憶部と、前記施設情報記憶部への前記施設情報の蓄積を制御す
る蓄積制御手段と、前記施設情報記憶部に蓄積された前記施設情報のうちから前記日時情
報を指標として所定範囲の施設情報を読み出すように設定されている施設情報読み出し手
段と、前記施設情報読み出し手段が読み出した前記施設情報に係る施設の位置を印付きで
前記地図画像上に表示する施設位置表示制御手段とを備えることを特徴とする。
【００２１】
　また、本発明のナビゲーション装置は、飲食店、娯楽施設、観光施設等の施設に関する
情報であって、前記情報の同一性を識別する識別情報と前記情報の日時を示す日時情報と
前記施設の位置を特定する位置情報と前記施設の名称とを少なくとも含む施設情報を放送
電波に乗せて所定の期間常時繰り返して放送される放送電波を受信するナビゲーション装
置であって、自らの現在位置を取得する現在位置取得手段と、ディスプレイと、地図情報
を記憶した地図情報記憶部と、前記地図情報を前記地図情報記憶部から読み出して前記デ
ィスプレイに地図画像として表示する地図情報表示制御手段と、前記放送電波を受信する
受信手段と、受信した前記放送電波から前記施設情報を抽出する抽出手段と、抽出された
前記施設情報を蓄積する施設情報記憶部と、前記施設情報記憶部への前記施設情報の蓄積
を制御する蓄積制御手段と、前記施設情報記憶部に蓄積された前記施設情報のうちから前
記日時情報を指標として所定範囲の施設情報を読み出すように設定されている施設情報読
み出し手段と、前記施設情報読み出し手段が読み出した前記施設情報に係る施設の位置を
印付きで前記地図画像上に表示する施設位置表示制御手段とを備えることを特徴とする。
【００２２】
　本発明のナビゲーション装置は、本発明のナビゲーションシステムの構成要素であるナ
ビゲーション装置を独立の発明として把握したものである。従って、本発明のナビゲーシ
ョンシステムの説明において、併せて、本発明のナビゲーション装置の説明を行うことと
する。
【００２３】
　（２）本発明のナビゲーションシステムにおいては、放送装置が放送電波に乗せて施設
情報を放送し、ナビゲーション装置が放送電波を受信してそこから施設情報を抽出し、抽
出した施設情報を蓄積する。
【００２４】
　新しい施設情報をナビゲーション装置に提供するのに放送電波を利用するので、その放
送電波を受信し、施設情報を抽出することができるナビゲーション装置であれば、簡便に
施設情報を得ることが可能となる。つまり、ナビゲーション装置が放送電波の受信するこ
とができる環境を備えていればよい。カーナビゲーション装置が通信手段を備える必要は
ないし、ユーザが通信手段を利用してサーバに接続するという手数も必要ない。
【００２５】
　放送装置は施設情報を所定の期間常時繰り返して放送する。このように、施設情報は常
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時繰り返して放送されるので、ナビゲーション装置は、その受信手段が作動して放送電波
を受信するようになったときから容易に施設情報を取得することができるようになる。
【００２６】
　なお、「常時繰り返して」といっても、深夜等の時間帯で放送電波を放送しない時間帯
があることを排除するものではない。つまり、完全に２４時間切れ目なしということを意
味するものではない。２４時間切れ目なしに連続していてもよいが、途中で何らかの中断
時間がある場合も含むものである。メンテナンスその他の理由のために、ある時間帯、例
えば、午前２時から３時は中断しているということがあってもよいし、何らかの事故によ
って中断することもあり得る。
【００２７】
　また、放送装置は施設情報を所定の期間常時繰り返して放送するので、その所定の期間
内に本発明のナビゲーション装置が作動して放送電波を受信すれば、その所定の期間内に
放送された施設情報をナビゲーション装置は取得することができる。仮にある施設情報が
一回しか放送されないとすると、その放送を逃した場合には、その施設情報をナビゲーシ
ョン装置は受信することができない。このようにある所定の期間常時繰り返して放送され
ることで、放送電波を受信するナビゲーション装置がその施設情報を受信し易くなってい
る。つまりユーザはその所定の期間内にナビゲーション装置を作動させればよいことにな
る。
【００２８】
　更に、個々の施設情報に関していえば、施設情報を放送する期間は所定の期間である。
例えば、１週間とか１０日間というある幅のある期間である。この所定の期間経過後はそ
の施設情報は放送されなくなるが、新しく追加される施設情報が放送される。従って、あ
る時点で放送される施設情報は、通常、複数の施設情報であって、放送される施設情報は
徐々に更新されるということになる。なお、一つの施設情報だけが繰り返し放送されると
いうことがあってもよい。新しく追加されて放送される施設情報がなければそうなる可能
性はある。
【００２９】
　なお、放送装置は、施設情報を一時的に記憶する一時的記憶部と、施設情報を放送用フ
ォーマット形式に変換する変換部と、施設情報を放送電波に乗せて放送する送出部とを備
えていることが好適である。
【００３０】
　所定の期間放送する施設情報を一時的記憶部に所定の期間記憶しておいて、その記憶さ
れている施設情報を変換部で放送用フォーマット形式に変換して送出部から放送電波に乗
せて常時繰り返し放送するというように放送装置を動作させることで、放送装置が施設情
報を所定の期間常時繰り返し放送することができる。
【００３１】
　なお、施設情報の作成の頻度、作成の間隔、放送する施設情報の量、ユーザの利便性例
えば施設情報の受信可能性その他の要素を考慮して、その所定の期間を設定することにな
る。
【００３２】
　（３）本発明のナビゲーションシステムにおいては、施設情報を蓄積した放送用データ
ベースを有し、放送用データベースは、蓄積した施設情報を放送装置に送出するように構
成されていることが好ましい。
【００３３】
　上述したように放送装置は所定の期間施設情報を放送することから、放送装置が放送す
る施設情報に関して、タイミングよく新しい施設情報を追加し、所定の期間経過した施設
情報を消去する必要がある。そのため、新たに放送する予定の施設情報を予め蓄積する放
送用データベースを構築しておけば、タイミングよく必要な施設情報を放送装置に送出す
ることが確実になる。
【００３４】
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　（４）放送装置により放送される「施設情報」は、飲食店、娯楽施設、観光施設等の施
設に関する情報であり、情報の同一性を識別する「識別情報」と情報の日時を示す「日時
情報」と施設の位置を特定する「位置情報」と施設の「名称」とを少なくとも含む情報で
ある。「少なくとも」ということの意味は、識別情報、日時情報、位置情報及び名称以外
の情報を含んでいてもよいということである。
【００３５】
　識別情報は情報の同一性を識別する情報であって、当の施設情報を他の施設情報と識別
することができる情報である。このように識別情報により同一の施設情報か異なる施設情
報かを識別することができるので、放送装置が同一の施設情報を異なる施設情報として間
違って重複して放送したり、また、ナビゲーション装置が施設情報を蓄積する際に同一の
施設情報を異なる施設情報として間違って重複して記憶したりするということを防止する
ことができる。
【００３６】
　日時情報は施設情報の新しさの基準となる。日時情報が施設情報の中に含ませておくこ
とで施設情報の新しさを判断することができる。後述するように、ナビゲーション装置の
施設情報読み出し手段は、施設情報記憶部に蓄積されている施設情報から日時情報を指標
として所定範囲の施設情報を読み出すように設定されているので、この日時情報を指標と
して所定の範囲の新しい施設情報をナビゲーション装置のユーザは簡便に知ることができ
る。
【００３７】
　なお、ここで「日時情報」という語を使用しているが、単に年月日の日付だけとしても
よいし、時、分、秒等の時刻を含んでいてもよい。時分秒のどの単位まで含ませるかは、
利便性、必要性、簡潔性等を考慮して設定することができる。
【００３８】
　この日時情報の日時としては、施設情報を作成した日時とすることができるし、施設情
報が最初に放送電波に乗せて放送する予定日時等とすることもできる。また、施設情報が
放送番組で紹介された施設の施設情報である場合には、施設を紹介する放送番組の放送日
時、その施設が放送番組で実際に紹介された日時等とすることも可能である。なお、放送
番組の放送日時といっても幅があるので開始時刻とか終了時刻とか適切に選択すればよい
。要は、施設情報の新しさを判断するのに役立つように設定すればよい。
【００３９】
　なお、同一の施設の施設情報であっても、異なる識別情報、異なる日時情報を有する場
合がある。この場合は異なる施設情報である。同一の施設であっても時間が経過してから
施設情報を作成すると、その施設の営業時間その他の情報が変わるし、異なる放送番組で
同一の施設が紹介されることもある。同一の施設を扱っていても、情報としては異なるし
、また情報の新しさも異なる。
【００４０】
　施設情報は施設の位置を特定することができる位置情報を含んでいる。この位置情報に
より、ナビゲーション装置が備えるディスプレイに表示される地図画像上にその施設の位
置を表示することが可能となる。
【００４１】
　この位置情報としては、ナビゲーション装置が用いる位置を設定する手法に対応した位
置情報を用いることになる。カーナビゲーション装置等のナビゲーション装置は、通常、
ＧＰＳによって緯度及び経度を認識することで現在位置を取得するので、位置情報は緯度
及び経度と構成することができる。仮にＧＰＳ以外の手法によって現在位置を取得するの
であれば、その手法に対応した位置情報を用いることができる。
【００４２】
　また、施設情報は施設の名称を含む。その名称によって施設を他の施設と区別すること
が容易になるし、記憶したり検索したりすることが便利となる。いずれにせよ、施設の名
称が分からなければ不便なのは自明である。
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【００４３】
　更に、この施設情報は、上記、識別情報、日時情報、位置情報、名称等の情報の他に施
設についてのその他の情報(以下、適宜「付加情報」という。）を含むことができる。ユ
ーザの便宜を考慮して付加情報を選択することができ、文字情報に限らず、画像情報であ
ることも可能である。
【００４４】
　付加情報としては、例えば、施設の種類を挙げることができる。飲食店、娯楽施設等と
いうように如何なる種類の施設かということに関する情報である。単に飲食店というだけ
ではなく、さらに細分化して、フランス料理店、イタリア料理店、中華料理店、日本料理
店と下位分類することも可能であるし、娯楽施設に関しても同様に、映画館、ボーリング
場、ビリヤード場等のように下位分類することも可能である。細分化した種類だけで処理
することもできる。ユーザの利便性等を考慮して、適切に種類を分けて、また下位の種類
を設定することができる。
【００４５】
　また、施設の営業日、休日、営業時間、電話番号、住所、駐車場の有無等を付加情報と
することも可能である。ユーザにとっては、営業日、営業時間は知りたい情報の一つと考
えられる。更に、施設が特色としている事項、例えば、飲食店であれば、その飲食店のお
すすめ料理である。この場合、おすすめ料理の名称とともに、その画像を付加情報とする
ことができる。その他、施設の特徴、便利さ等の事項等を含むことができる。例えば、駐
車スペースが広い、内部空間が広い、入場可能な人数、客席の数というような情報も付加
情報とすることが可能である。
【００４６】
　なお、施設情報の対象となりうる施設は数多くある。ユーザの興味を引く施設もあるし
、逆にユーザの興味を引かない施設もある。ユーザの興味を引かない施設の施設情報を放
送してナビゲーション装置に蓄積させても、ナビゲーション装置に蓄積した施設情報が単
に多くなるだけでユーザの選択が困難になる場合があり得る。
【００４７】
　この場合、最近の放送番組で紹介された施設の施設情報を知りたいと思うユーザは相当
の割合存在すると考えられる。そこで、施設情報が対象とする施設として、放送局が放送
した放送番組において紹介された施設を選択することが好ましい。
【００４８】
　このように、放送番組で紹介された施設を施設情報が対象とする施設とする場合には、
付加情報にその施設に関する情報を放送した放送番組に関する情報を含むことも好ましい
。例えば、放送局名、放送番組名、放送局、放送日、放送時間等を含むことができる。
【００４９】
　放送番組名、放送日時等からその放送番組で紹介された施設の施設情報を得ることがで
きるようにしておけば、放送番組名、放送日時等を覚えているユーザにとっては、その放
送番組名、放送日時等を手がかりにその放送番組で取り上げられた施設の施設情報を得る
ことができるというメリットもある。
【００５０】
　他方、自己の放送番組において取り上げた施設の施設情報を自己の放送装置から放送す
る放送局は、施設情報に放送番組に関する情報を含ませることで、自己の放送番組の宣伝
にもなるというメリットにもなる。
【００５１】
　（５）本ナビゲーションシステムにおいては、ナビゲーション装置は、施設情報を乗せ
た放送電波を受信する受信手段と、受信した放送電波から施設情報を抽出する抽出手段と
を備えている。受信手段により施設情報を乗せた放送電波を受信し、抽出手段により放送
電波から施設情報を抽出することができる。放送装置は施設情報を所定の期間常時繰り返
して放送するので、上述したように、ナビゲーション装置はそれらの新しい施設情報を簡
便に取得することができる。
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【００５２】
　また、本ナビゲーション装置は、抽出された施設情報を蓄積する施設情報記憶部と施設
情報の施設情報記憶部への蓄積を制御する蓄積制御手段とを備えているので、抽出された
施設情報を蓄積制御手段が制御して施設情報記憶部に蓄積することができる。この施設情
報記憶部に蓄積された施設情報は、施設情報読み出し手段によって読み出され利用される
ことになる。
【００５３】
　なお、施設情報は所定の期間常時繰り返して放送されるので、同一の施設情報が何度か
抽出されることがある。この場合、蓄積制御手段は、施設情報の識別情報を指標として同
一の施設情報が既に施設情報記憶部に蓄積されているか否かを検索し、既に同一の施設情
報を既に蓄積している場合には、自動的に抽出手段によって抽出された施設情報を施設情
報記憶部に蓄積すべき情報から排除するように構成されていることが好ましい。
【００５４】
　本ナビゲーション装置は、自らの現在位置を取得する現在位置取得手段と、ディスプレ
イと、ディスプレイに地図画像として表示される地図情報を記憶した地図情報記憶部と、
地図情報を地図情報記憶部から読み出してディスプレイに地図画像として表示する地図情
報表示制御手段とを備えているので、上述したＧＰＳ等を利用して現在位置を取得して、
地図情報記憶部から必要な地域の地図情報を読み出して、ディスプレイに現在位置周辺の
地域を地図画像として表示することができる。この場合、現在位置周辺の道路を表示する
他、設定により、娯楽施設、飲食店、公的施設等の施設の位置も表示される。即ち、地図
情報記憶部に記憶されている地図情報には、上述したように、通常、道路に関する情報だ
けではなく、施設に関する情報も含まれているからである。
【００５５】
　更に、本ナビゲーション装置は、施設情報記憶部に蓄積された施設情報から日時情報を
指標として所定範囲の施設情報を読み出すように設定されている施設情報読み出し手段と
施設情報読み出し手段が読み出した施設情報に係る施設の位置を印付きで地図画像上に表
示する施設位置表示制御手段とを備えている。
【００５６】
　この施設情報読み出し手段は、日時情報を指標として所定範囲の施設情報を読み出すよ
うに設定されているので、蓄積された施設情報のうちから新しい施設情報を選択的に読み
出すことが可能となる。
【００５７】
　この場合、ユーザに新しい施設情報を提供するという観点からは、「所定範囲の施設情
報」とは、現在時から遡って所定の時間的範囲内にある日時情報を有する施設情報である
ことが好ましい。例えば、日時情報が現在時から遡って１週間以内の施設情報と「所定範
囲の施設情報」が設定してあれば、現在時から遡って１週間以内の日時情報を有する施設
情報が読み出され、２週間以内の施設情報と設定してあれば現在時から遡って２週間以内
の日時情報を有する施設情報が読み出されることになる。
【００５８】
　なお、この「所定範囲」については、予め固定しておくこともできるし、ユーザが任意
に所定範囲を設定することができるように構成することもできる。ユーザの利便性という
観点からは、所定範囲を変更できるように設定されていることが好ましい。所定範囲の変
更とは、例えば当初「所定範囲の施設情報」について日時情報が現在時から遡って１週間
以内の施設情報と設定してあるのを、２週間以内の施設情報というように変更することが
できるということである。
【００５９】
　なお、日時情報が特定の日付と合致する施設情報を読み出すように設定することができ
るようにしてもよい。このようにすることで、新しい施設情報を選択的に読み出すことが
できるだけではなく、特定の日付を有する施設情報も読み出すことができるようになり、
ユーザの利便性が向上する。
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【００６０】
　また、施設情報に含まれる付加情報に、施設の種類に関する情報が含まれている場合に
は、施設情報読み出し手段は地図画像の上に表示する施設の種類を選択することができる
ように構成されていることが好ましい。その施設の種類に関する情報を元にその種類に適
合した施設の情報を選択して読み出すことで、施設位置表示制御手段は、該当する種類の
施設の位置を地図画面上に表示することができる。
【００６１】
　ユーザは単に話題になっている施設情報を漠然と知りたいだけではなく、既に食事をし
たいとか、娯楽施設に行って遊びたい等々の目的を持っている場合が多い。そこで施設情
報を単に表示するのではなく、施設の種類を選択してその種類に該当する施設を表示する
ことができれば、ユーザの利便性も向上する。
【００６２】
　読み出された施設情報には位置情報が含まれているので、施設位置表示制御手段は、そ
の位置情報に基づいて、ディスプレイに表示されている地図画像上にその施設の位置を示
すことができる。また、施設の位置は印を付けて表示されるので、ユーザは、施設情報読
み出し手段が読み出した施設情報に係る施設であるか、地図情報記憶部に記憶されている
施設であるかを区別して認識することができる。ユーザは、つまり、新しい施設情報をそ
れとして認識することができる。
【００６３】
　なお、印とは例えば、「お勧め」、「新しい」、「ニュー」等の文字を含んだものでも
、星印等の何らかの図形でも、要はユーザがそれと認識できるものであればよい。
【００６４】
　この場合、単に施設の位置を示すだけではなく、施設情報に含まれている施設の名称を
読み込んで、施設の名称も併せて表示するように設定することもできる。施設の名称が表
示されればそれだけユーザの利便性も向上する。
【００６５】
　なお、本ナビゲーション装置は、施設情報に含まれる情報を、ディスプレイに表示する
ことができるように構成されていることが好ましい。施設情報には、施設の名称、電話番
号、営業時間、駐車場の有無等のその他の文字情報、また、画像情報等が含まれており、
これらの情報のうちの適当なものをディスプレイに表示することができれば、ユーザの利
便性が向上する。
【００６６】
　また、本ナビゲーション装置は、施設情報に含まれる情報を音声情報として出力する音
声出力手段を備えることも好ましい。
【００６７】
　施設情報に含まれる情報、特に付加情報は、ある程度情報量が多くなる。そこで、カー
ナビゲーション装置が音声ガイダンス機能を発揮するような音声出力手段を備えていれば
、ディスプレイ上にそれらの情報を表示するのではなく、車を運転中のユーザの安全性の
観点からは施設情報に含まれる情報を音声で出力することが好ましい。
【００６８】
　本ナビゲーション装置においては、施設情報記憶部に蓄積された施設情報について、地
図情報記憶部に記憶された地図情報に含まれる情報として扱うことができることが好まし
い。
【００６９】
　施設情報読み出し手段は日時情報を指標として所定範囲の施設情報を読み出すように設
定されているので、所定範囲外の施設情報は読み出されないことになる。そのような情報
は、いわば新鮮さを欠いた施設情報と言うことができる。
【００７０】
　しかし、施設情報記憶部に蓄積された施設情報は削除されない限り蓄積された状態にあ
るので、設定によって、施設位置表示制御手段によって印付きで表示するのではなく、地
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図情報記憶部に記憶された地図情報に含まれる情報として扱うことができれば、それだけ
施設の情報が増えて、ユーザの利便性が向上することになる。また、印付きが表示される
ことはないので、新しい施設情報と混同を来すことはない。
【００７１】
　（６）なお、本発明のナビゲーション装置としてはカーナビゲーション装置が好適であ
って、従って本発明のナビゲーションシステムとしてはカーナビゲーションステムが好適
である。しかし、カーナビゲーション装置である必然性はない。本発明のナビゲーション
装置としては、携帯電話機を用いて構成することもでき、この場合は携帯電話機を用いて
本発明のナビゲーションシステムを構成することになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７２】
　（１）ナビゲーションシステムの概略
　本発明のナビゲーションシステムの実施形態として、カーナビゲーションシステムにつ
いて説明する。本実施形態のカーナビゲーションシステムは、図１に示すように、放送装
置２００と放送用データベース３００とカーナビゲーション装置１００とを含んで構成さ
れている。
【００７３】
　放送用データベース３００は施設情報を蓄積したデータベースである。本実施形態では
、放送装置２００に対して放送すべき施設情報を送出するように構成されている。
【００７４】
　放送装置２００は、施設情報を放送電波に乗せて常時繰り返して放送する装置である。
本実施形態では、放送電波に乗せて放送される施設情報を放送用データベース３００から
受け取るように構成されている。
【００７５】
　本実施形態では放送装置２００は放送局（図示しない）に設置されており、放送用デー
タベース３００は、放送装置２００が設置されている放送局の外に設置されている。
【００７６】
　カーナビゲーション装置１００は、放送装置２００が放送電波に乗せて放送した施設情
報を受信し蓄積して利用する装置である。
【００７７】
　本実施形態のカーナビゲーションシステムにおいては、放送用データベース３００に蓄
積された施設情報が、予め設定した時間に合わせて放送装置２００に送出される。放送装
置２００は受け取った施設情報を一時的に蓄積して放送電波に乗せて常時繰り返して放送
する。カーナビゲーション装置１００はその放送電波を受信して、放送電波から施設情報
を抽出して、蓄積する。そして、カーナビゲーション装置１００のユーザは、施設を選択
する際に、蓄積された施設情報を利用することができる。
【００７８】
　なお、本実施形態では、施設情報が対象とする施設は、放送番組で紹介された施設、例
えば、飲食店、娯楽施設、観光施設等の施設である。また、施設情報が有する日時情報は
、その施設を紹介する放送番組が終了する日時の情報としている。
【００７９】
　本実施形態の施設情報は、この情報を他の情報と区別する識別情報、日時情報として放
送日時（例えば、＊＊＊＊年＊月＊＊日＊＊時＊＊分）、施設の位置情報（例えば、経度
＊＊度＊＊分及び緯度＊＊度＊＊分）、施設の名称、放送番組の名称、施設の種類、即ち
、飲食店、娯楽施設か、また飲食店であれば、フランス料理店、イタリア料理店、日本料
理店、中華料理店という下位分類、住所、電話番号、ＵＲＬ、営業時間・休日、駐車場の
有無、施設の建物、施設の画像や施設が提供する料理、サービスに関する画像、カーナビ
ゲーション装置の音声出力手段が施設に関して音声情報として出力されるように構成され
たコメント情報が含まれている
【００８０】
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　（２）放送装置２００及び放送用データベース３００の構成について
　放送装置２００と放送用データベース３００について、図２を参照しつつ、更に詳細に
説明する。
【００８１】
　放送装置２００は、一時的記憶部２０１と変換部２０２と送出部２０３とを有している
。一時的記憶部２０１は、所定の期間常時繰り返して放送電波に乗せて放送する施設情報
を一時的に記憶する記憶部である。この一時的記憶部２０１に記憶された施設情報を送出
部２０３が常時繰り返して放送するように構成されている。
【００８２】
　従って、一時的記憶部２０１に記憶された施設情報を更新することで、送出部２０３が
放送する施設情報を更新することができる。一時的記憶部２０１に記憶された個々の施設
情報は、それぞれ所定の期間保持されると消去され、新しい施設情報は放送用データベー
ス３００から送出されるように構成されている。このようにして、一時的記憶部２０１に
記憶された施設情報は更新されることになる。
【００８３】
　変換部２０２は、施設情報を放送電波に乗せて放送することができるように、施設情報
を放送用フォーマット形式に変換する機能を有している。従って、カーナビゲーション装
置１００においては、この放送用フォーマット形式からカーナビで利用できるようなデー
タ形式に施設情報を変換するように設定されている。
【００８４】
　送出部２０３は、ラジオ又はテレビの放送電波の特定の帯域、デジタル放送電波のうち
の特定の帯域を利用して、施設情報を放送電波に乗せて送出する。ここで用いる放送電波
は施設情報を乗せることができる放送電波であればよい。例えば、ＦＭ多重放送に用いら
れる放送電波を用いることができる。また、地上波デジタル放送の放送電波を用いること
ができる。この場合、放送電波に乗せる施設情報は利用する放送電波に適合する放送用フ
ォーマット形式を有することになる。
【００８５】
　本実施形態では、放送用データベース３００は、放送番組で紹介された施設の施設情報
を蓄積している。放送用データベース３００に記憶された施設情報は、施設情報を紹介す
る放送番組が終了するのに合わせて施設情報を放送装置２００の一時的記憶部２０１にネ
ットワーク（図示しない）を介して送出するように構成されている。
【００８６】
　（３）放送装置２００及び放送用データベース３００の動作について
　放送用データベース３００から施設情報が送出され、放送装置２００が施設情報を放送
電波に乗せて所定の期間常時繰り返して放送する動作について、例を挙げて説明する。
【００８７】
　本実施形態においては、放送装置２００が施設情報を放送電波に乗せて常時繰り返して
放送する「所定の期間」は、その施設を紹介した放送番組の放送終了後から１週間と設定
されているとする。
【００８８】
　例えば、月曜日から日曜日までの１週間で施設を紹介する放送番組が、月曜日にＡ放送
番組、火曜日にＢ放送番組とＣ放送番組、水曜日にＤ放送番組、木曜日にＥ放送番組とＦ
放送番組、金曜日にＧ放送番組とＨ放送番組、土曜日にＩ放送番組、日曜日にＪ放送番組
とＫ放送番組があるとする。
【００８９】
　放送装置２００は、ある放送番組が終了した時点から１週間、その放送番組で紹介した
施設の施設情報を放送するように構成されているので、月曜日から日曜日までを１週とす
ると、放送装置２００は、例えば、第ｎ週の最後のＫ放送番組が終了した時点から次の第
ｎ＋１週のＡ放送番組が終了する時点までは、第ｎ週に属するＡ放送番組からＫ放送番組
までの施設情報を放送電波に乗せて常時繰り返して放送することになる。
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【００９０】
　この場合の施設情報を図３（ａ）に示す。図３（ａ）中のＡ（ｎ）、Ｂ（ｎ）、Ｃ（ｎ
）、Ｄ（ｎ）、Ｅ（ｎ）、Ｆ（ｎ）、Ｇ（ｎ）、Ｈ（ｎ）、Ｉ（ｎ）、Ｊ（ｎ）及びＫ（
ｎ）は、それぞれ第ｎ週における同じアルファベットの放送番組で紹介した施設の施設情
報である。例えば、Ｂ（ｎ）は第ｎ週のＢ放送番組で紹介した施設の施設情報である。一
つの放送番組で紹介される施設は一つとは限らないので、このＢ（ｎ）の施設情報も１つ
の施設の施設情報とは限らない。２あるいはそれ以上の施設の施設情報ということもある
。このように、Ａ（ｎ）からＫ（ｎ）の施設情報が常時繰り返して放送されることになる
。
【００９１】
　そして、第ｎ＋１週の木曜日のＥ放送番組が終了した時点では、放送装置２００が放送
する施設情報は、図３（ｂ）に示すような内容となる。即ち、Ｆ（ｎ）、Ｇ（ｎ）、Ｈ（
ｎ）、Ｉ（ｎ）、Ｊ（ｎ）、Ｋ（ｎ）、Ａ（ｎ＋１）、Ｂ（ｎ＋１）、Ｃ（ｎ＋１）、Ｄ
（ｎ＋１）及びＥ（ｎ＋１）ということになる。ここで、ｎ＋１とは第ｎ＋１週を意味し
、例えば、Ａ（ｎ＋１）とは、第ｎ＋１週のＡ放送番組で紹介した施設の施設情報という
ことである。
【００９２】
　このように木曜日のＥ放送番組が終了してからＦ放送番組が終了するまでの間は、上記
Ｆ（ｎ）、Ｇ（ｎ）、Ｈ（ｎ）、Ｉ（ｎ）、Ｊ（ｎ）、Ｋ（ｎ）、Ａ（ｎ＋１）、Ｂ（ｎ
＋１）、Ｃ（ｎ＋１）、Ｄ（ｎ＋１）及びＥ（ｎ＋１）の施設情報が常時繰り返して放送
されることになる。
【００９３】
　更に第ｎ＋１週の最後のＫ放送番組の放送が終了してから第ｎ＋２週のＡ放送番組の放
送が終了するまでは、図３（ｃ）に示すＡ（ｎ＋１）、Ｂ（ｎ＋１）、Ｃ（ｎ＋１）、Ｄ
（ｎ＋１）、Ｅ（ｎ＋１）、Ｆ（ｎ＋１）、Ｇ（ｎ＋１）、Ｈ（ｎ＋１）、Ｉ（ｎ＋１）
、Ｊ（ｎ＋１）及びＫ（ｎ＋１）の施設情報が常時繰り返して放送されることになる。
【００９４】
　送出部２０３が放送電波に乗せて放送する施設情報を放送するには、それらの施設情報
が一時記憶部２０１に記憶されていなければならない。そのためには、記憶されて１週間
が経過した施設情報は一時的記憶部２０１から消去され、新しい施設情報が一時的記憶部
２０１に新たに記憶されなければならない。
【００９５】
　例えば、図３（ｂ）の場合を例に取ると、第ｎ＋１週の木曜日のＥ放送番組が終了する
と、それまで一時的記憶部２０１に記憶されていた第ｎ週のＥ放送番組の施設情報即ちＥ
（ｎ）が削除され、放送用データベース３００から放送装置２００の一時的記憶部２０１
にＥ（ｎ＋１）が送出される。Ｆ（ｎ）、Ｇ（ｎ）、Ｈ（ｎ）、Ｉ（ｎ）、Ｊ（ｎ）、Ｋ
（ｎ）、Ａ（ｎ＋１）、Ｂ（ｎ＋１）、Ｃ（ｎ＋１）及びＤ（ｎ＋１）は既に一時的記憶
部２０１に記憶されているので、Ｆ（ｎ）、Ｇ（ｎ）、Ｈ（ｎ）、Ｉ（ｎ）、Ｊ（ｎ）、
Ｋ（ｎ）、Ａ（ｎ＋１）、Ｂ（ｎ＋１）、Ｃ（ｎ＋１）、Ｄ（ｎ＋１）及びＥ（ｎ＋１）
が一時的記憶部２０１に記憶されていることになる。
【００９６】
　一時的記憶部２０１に記憶されたＦ（ｎ）、Ｇ（ｎ）、Ｈ（ｎ）、Ｉ（ｎ）、Ｊ（ｎ）
、Ｋ（ｎ）、Ａ（ｎ＋１）、Ｂ（ｎ＋１）、Ｃ（ｎ＋１）、Ｄ（ｎ＋１）及びＥ（ｎ＋１
）は、第ｎ＋１週の木曜日のＦ放送番組が終了するまで、変換部２０２によって放送用フ
ォーマット形式に変換されて、送出部２０３から放送電波に乗せて常時繰り返して放送さ
れることになる。
【００９７】
　そして、第ｎ＋１週の木曜日のＦ放送番組が終了すると、一時的記憶部２０１に記憶さ
れているＦ（ｎ）が消去され、放送用データベース３００が一時的記憶部２０１にＦ（ｎ
＋１）を送出する。
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【００９８】
　一時的記憶部２０１にはＧ（ｎ）、Ｈ（ｎ）、Ｉ（ｎ）、Ｊ（ｎ）、Ｋ（ｎ）、Ａ（ｎ
＋１）、Ｂ（ｎ＋１）、Ｃ（ｎ＋１）、Ｄ（ｎ＋１）、Ｅ（ｎ＋１）及びＦ（ｎ＋１）の
施設情報が記憶され、第ｎ＋１週の金曜日のＧ放送番組が終了するまでは、これらの施設
情報が変換部２０２で放送用フォーマット形式に変換されて、送出部２０３から常時繰り
返して放送されることになる。
【００９９】
　このように、放送用データベース３００から放送装置２００の一時的記憶部２０１に送
出される施設情報は、個々の施設情報について見れば、一時的記憶部２０１に記憶され、
記憶してから１週間経過した施設情報は消去されることになる。一時的記憶部２０１に記
憶されている施設情報全体を見ると、徐々に交替していくことになる。
【０１００】
　そして、一時的記憶部２０１に記憶されている施設情報は、変換部２０２を経て、送出
部２０３により放送されるので、一時的記憶部２０１に記憶されている施設情報が交替す
るに従って、放送装置２００が放送する施設情報も交替することになる。
【０１０１】
　このように「所定の期間」を放送番組終了が１週間とすると、その放送番組が１週間に
１回の放送番組であれば、このように施設を紹介する放送番組が終了する毎に少しずつ繰
り返し放送する施設情報が交替して、次の週の放送番組が終了すると前の週の放送番組で
紹介した施設情報はもはや放送されなくなる。このように繰り返して放送される施設情報
を全体としてみると少しずつ施設情報は入れ替わっているが、個々の施設情報を見ると１
週間放送電波に乗せて常時繰り返して放送されていることになる。
【０１０２】
　なお、この実施形態において放送装置２００が放送電波に乗せて放送する施設情報の対
象となる施設は、必ずしも、その放送装置２００が設置されている放送局が放送した放送
番組で取り上げた施設である必然性はない。要は、放送装置２００が放送するスケジュー
ルに合うように放送番組で取り上げた施設の施設情報を入手できれば、系列他局の放送番
組で取り上げた施設の施設情報でも、さらには、系列ではない他局の放送番組で取り上げ
た施設の施設情報でも可能である。放送番組の時間帯が重複しても、それぞれの施設情報
はそれぞれ独自の識別情報を有しているので、混乱することはない。
【０１０３】
　なお、本カーナビゲーションシステムのユーザにのみ施設情報を提供するという観点か
らは、放送装置２００は、放送電波にスクランブルをかけて放送するようにしてもよい。
この場合、放送装置２００は、スクランブルをかける暗号化手段（図示しない）を備える
ことで、放送電波にスクランブルをかけて放送することが可能となる。この場合は、暗号
化手段は、変換部２０２と送出部２０３との間に設ければよい。
【０１０４】
　また、施設情報自体を予め暗号化しておく手法も有効である。この場合は、放送用デー
タベースに蓄積する前に予め施設情報を暗号化しておけばよい。
【０１０５】
　なお、本実施形態では、放送用データベース３００は放送装置２００が設置されている
放送局の外に設置する形態である。しかし、放送用データベース３００を放送装置２００
が設定されている放送局の内部に設置することも可能である。管理運営に関しても、同一
の事業者が放送用データベース３００と放送装置２００を管理運営していてもよいし、異
なる事業者が別々に設置して両者の協力の下に管理運営していてもよい。
【０１０６】
　（４）カーナビゲーション装置の構成について
　本実施形態のカーナビゲーション装置１００は、図４に示すように、受信部１０１、抽
出部１０２、データベース部１０３、現在位置取得部１０４、ディスプレイ１０６、音声
認識部１０９、音声合成部１０８、制御部１０５と、操作パネル１０７とを含んで構成さ
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れている。
【０１０７】
　制御部１０５は、以下において個別に説明する制御機能の他、カーナビゲーション装置
１００のその他の動作を制御する機能を有している。
【０１０８】
　操作パネル１０７は、制御部１０５にユーザの指示を伝えるパネルである。本カーナビ
ゲーション装置１００においては、ディスプレイ１０６の画面は操作パネル１０７の一部
を兼ねており、画面上に表示されたアイコンやその他のマーク、文字等にタッチすること
で制御部１０５にユーザは指示を与えることができる。
【０１０９】
　現在位置取得部１０４はＧＰＳを利用して車の現在位置の緯度及び経度を取得する機能
を有し、制御部１０５は現在位置取得部１０４が取得した現在位置の緯度及び経度を認識
するように設定されている。
【０１１０】
　ディスプレイ１０６は画像や文字情報を表示する装置である。このディスプレイ１０６
への地図画像等の画像や文字情報等の表示は、制御部１０５によって制御されている。
【０１１１】
　音声合成部１０８は制御部１０５から伝えられた情報を音声情報に合成し、合成した音
声情報をスピーカ１１０に出力する機能を有する。
【０１１２】
　音声認識部１０９はマイク１１１に入力された人間の音声を人間の音声情報として認識
し、制御部１０５が認識できる情報に変換して制御部１０５に出力する機能を有する。
【０１１３】
　データベース部１０３は記憶装置であって、ハードディスクを用いて構成することがで
きる。本実施形態においては、データベース部１０３は、施設情報を蓄積する施設情報記
憶部の役割と地図情報を記憶する地図情報記憶部の役割とを兼ねている。ハードディスク
は一つでもよいし、複数でもよい。なお、本実施形態においては、本発明のナビゲーショ
ン装置における施設情報記憶部と地図情報記憶部を一つの記憶装置で実現しているが、施
設情報記憶部と地図情報記憶部を別々の記憶装置で実現することも可能である。
【０１１４】
　このデータベース部１０３は、地図情報と施設情報とをデータベースとして記憶してい
る。地図情報は後述するようにディスプレイ１０６に地図画像として表示される情報であ
る。この地図情報には、道路に関する情報だけではなく、施設に関する情報も含まれてい
る。既に述べてように、カーナビゲーション装置が提供する地図情報には、目的地までの
道路の情報だけではなく、道路周辺の施設に関する情報がある。また、目的地として施設
を設定する場合に備えて、その施設に関する名称、電話番号、位置等の情報を有している
。
【０１１５】
　図１における放送装置２００が放送電波に乗せて一定期間常時繰り返して放送した施設
情報をデータベース部１０３に蓄積することになる。なお、本実施形態の以下の説明では
、便宜上、地図情報の中に道路に関する情報と共に含まれている施設に関する情報を「地
図施設情報」と呼び、本実施形態のカーナビゲーションシステムにおいて放送電波に乗せ
て放送される「施設情報」と区別することにする。
【０１１６】
　また、カーナビゲーション装置１００が同時にオーディオ機能も有する場合には、通常
、このデータベース部１０３は、楽曲データを記憶するように構成されている。
【０１１７】
　受信部１０１は、放送装置２００が施設情報を乗せて放送した放送電波を受信する機能
を有し、抽出部１０２は、受信部１０１が受信した放送電波から施設情報を抜き出して、
施設情報をこの放送用フォーマット形式からカーナビゲーション装置１００において利用
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できる形式に変換する機能を有している。
【０１１８】
　放送装置２００が放送電波にスクランブルをかけて放送した場合には、スクランブルを
解除する解除手段（図示しない。）を、受信部１０１と抽出手段１０２との間に備えるよ
うにして、受信部１０１が受信した放送電波のスクランブルを解除するようにすることが
できる。
【０１１９】
　また、放送電波に乗せて放送された施設情報自体が暗号化されている場合には、暗号化
された施設情報を復号化する復号化手段（図示しない）を抽出部１０２に備えるようにす
ればよい。これにより、抽出部１０２が抽出した施設情報を復号化することが可能となる
。
【０１２０】
　制御部１０５は、抽出部１０２において抽出された施設情報を認識して、同一の識別情
報を有する施設情報が既にデータベース部１０３に蓄積されているか否かをデータベース
部１０３に蓄積されている施設情報を検索して判断し、データベース部１０３に蓄積され
ていないと判断した施設情報をデータベース部１０３に蓄積し、既に蓄積されていると判
断した施設情報はそのまま消去するよう制御している。
【０１２１】
　このようにデータベース部１０３にまだ蓄積していない施設情報を制御部１０５が制御
してデータベース部１０３に蓄積するように構成することで、ユーザが何らかの判断と操
作をするという手間を負担することなく、簡便に施設情報を蓄積することができるし、同
一の施設情報を何度もデータベース部１０３に記憶するという動作を避けることができる
。
【０１２２】
　なお、データベース部１０３のハードディスクに記憶された楽曲データを楽曲の再生の
ために利用している場合、その状態のままでデータベース部１０３のハードディスクに施
設情報を書き込んで記憶することは現実的には行うことができない。
【０１２３】
　この場合には、制御部１０５は、抽出部１０２において抽出された識別情報を蓄積する
という動作をしないように制御している。
【０１２４】
　施設情報は放送電波に乗せて常時繰り返して放送されるので、ユーザは楽曲再生のため
の利用が終わってから、施設情報を蓄積することができる。
【０１２５】
　また、制御部１０５が制御して自動的に施設情報をデータベース部１０３に蓄積するの
ではなく、抽出部１０２で抽出された施設情報のそれぞれについて、ユーザに対してデー
タベース部１０３に蓄積するか否かの判断をさせて、施設情報のそれぞれについて一つず
つ蓄積か蓄積しないかの指示をユーザがするように設定することも可能である。
【０１２６】
　現在位置取得部１０４によって現在位置の緯度及び経度を取得した制御部１０５は、デ
ータベース部１０３から、現在位置周辺の地域の地図情報、又は目的地が与えられている
場合には現在位置から目的地までの経路を含む地図情報を読み出してディスプレイ１０６
に地図画像として表示するように制御する。現在の通常のカーナビゲーション装置と同様
に、ユーザが縮尺を調整することでディスプレイ１０６に表示される地域の範囲を変更す
ることができる。
【０１２７】
　この場合、制御部１０５は、操作パネル１０７の操作に応じて、単に道路を標示するだ
けではなく、地図情報に含まれている地図施設情報を読み出してその地図施設情報に係る
施設の位置を地図画像上に表示するように制御する。
【０１２８】
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　また、制御部１０５は、操作パネル１０７の操作又は設定によりデータベース部１０３
に蓄積された施設情報のうちから、それが有している日時情報を指標として所定範囲の施
設情報を読み出し、その施設情報に含まれる位置情報を利用して施設の位置がディスプレ
イ１０６に表示された地図画像の範囲内にある施設の位置を印付きで地図画像上に表示す
るように制御する。
【０１２９】
　本実施の形態では、例えば、図５に示すように、施設情報に係る飲食店については、そ
の位置表示１１３が「お勧め」の文字が入った吹き出しという印１１２付きで地図画像上
に示される。
【０１３０】
　本実施形態においては、上述したように日時情報は施設情報が放送された放送日時であ
る。放送日時を指標とすることで、ユーザは放送番組で紹介された施設について、放送番
組の新しさを基準として所定範囲の施設情報を認識することができる。例えば、放送日時
を指標として現在時から１週間以内の施設情報とか１ヶ月以内の施設情報というように所
定範囲の施設情報を読み出すことができることになる。なお、この所定範囲は特に固定さ
れる必要はなく、ユーザの希望に応じて操作パネル１０７によって変更することができる
ように設定することができる。
【０１３１】
　いずれにせよ、データベース部１０３に蓄積された施設情報について、日時情報の新し
さの観点から選択されて読み出されるので、ユーザは新しい施設情報を印付きで認識する
ことが可能となる。
【０１３２】
　なお、本実施形態では、操作パネル１０７の操作により、制御部１０５がデータベース
部１０３から読み出す施設の種類を選択することができるように構成されている。施設情
報の中に施設の種類に関する情報が含まれており、その種類情報を利用して、特定の種類
の施設情報のみを読み出すことができる。例えば、飲食店を探しているのであれば、制御
部１０５は施設の種類として飲食店を選択し、施設の種類情報として飲食店が含まれてい
る施設情報をデータベース部１０３から読み出すことができる。
【０１３３】
　また、操作パネル１０７の操作によって、制御部１０５が地図画像上に、施設の位置を
印付きで表示するだけではなく、施設の名称も表示するように設定されている。
【０１３４】
　更に特定の施設を選択すると、制御部１０５は施設情報を読み出して、その施設の詳し
い施設情報、例えば、営業時間、駐車場の有無、休日、お勧めの料理、サービス等に関す
る情報、施設又はそこで提供される料理、サービスに関する画像等をディスプレイ１０６
に表示するように設定されている。
【０１３５】
　また施設情報は、画像等を除いて、音声ガイダンス機能を利用して、音声で指示し、音
声で情報を受け取ることができるように設定されている。即ちマイク１１１に向かって飲
食店を知りたい旨を発話すると、音声情報がマイク１１１から音声認識部１０９に伝えら
れて、音声認識部１０９がかかる指示を制御部１０５に伝えることになる。
【０１３６】
　制御部１０５はかかる指示に基づいて、データベース部１０３から飲食店に関する施設
情報を読み出して、その施設情報を音声合成部１０８に伝え、音声を合成して、スピーカ
１１０から音声として出力することもできる。音声として出力される予定の情報は、音声
出力用の情報、例えばコメント情報として施設情報に含ませておいて、それを出力するよ
うに構成されている。
【０１３７】
　更に、制御部１０５はマイク１１１及び音声認識部１０７を用いた音声による指示また
はユーザの操作パネル１０７の操作によって、施設情報の中に含まれている放送番組名、
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放送日時を検索することで、希望する放送日時の施設情報、希望する放送番組で紹介され
た施設情報をデータベース部１０３から読み出して、ディスプレイ１０６の地図画像上に
印付きで位置を表示することができるように制御することができるように構成されている
。
【０１３８】
　なお、データベース部１０３に蓄積された施設情報のうちで古くなってしまい、所定範
囲の施設情報として地図画像上に印付きでその施設の位置が表示される必要がない施設情
報は、ユーザの選択によって、操作パネル１０７を操作することで、削除することもでき
るし、地図情報に含まれる施設に関する通常の情報として取り扱うこともできるように設
定することができる。このように施設に関する通常の情報として扱われる場合にはもはや
「お勧め」というような印付きで施設の位置が表示されることはない。
【０１３９】
　（５）施設情報の蓄積に関する動作
　放送装置２００が放送した放送電波をカーナビゲーション装置１００が蓄積する動作に
ついて、図４及び図６を用いて、説明する。
【０１４０】
　放送装置が施設情報を放送電波に乗せて常時繰り返して放送している状況において、ス
テップＳ０１で、ユーザがカーナビゲーション装置１００の電源をオンとする。
【０１４１】
　カーナビゲーション装置１００の電源がオンとなると、ステップＳ０２において、カー
ナビゲーション装置１００の受信部１０１が作動して、受信部１０１は施設情報を乗せた
放送電波を受信する。
【０１４２】
　ステップＳ０３において、抽出部１０２は、受信部１０１が受信した放送電波から施設
情報を抽出する。放送電波に乗るように放送用フォーマット形式としているので、放送用
フォーマット形式からカーナビゲーション装置１００で利用する形式に変換する。
【０１４３】
　ステップＳ０４において、制御部１０５は、抽出部１０２が抽出した施設情報に含まれ
る識別情報を読み込んで、同一の識別情報を有する施設情報が既にデータベース部１０３
に蓄積されているかどうかを検索する。
【０１４４】
　検索の結果、抽出部１０２で抽出された施設情報が既に蓄積されている場合にはデータ
ベース部１０３に蓄積されることはなく、その施設情報は消去されて、その施設情報に関
する動作は終了する。
【０１４５】
　検索の結果、データベース部１０３にその施設情報がまだ蓄積されていない場合にはス
テップＳ０５に進み、ステップＳ０５において、制御部１０５はその施設情報をデータベ
ース部１０３に蓄積し、その施設情報については動作が終了する。
【０１４６】
　放送電波に乗せて放送される施設情報は、既に説明したように一つの施設情報とは限ら
ず、複数の施設情報である場合が多い。施設情報が複数の場合はそれぞれの施設情報につ
いて、上述のステップが繰り返されることになる。
【０１４７】
　先に図３において示した月曜日から日曜日まで放送する放送番組の例をここでも用いて
、具体的に説明する。図１及び図２で示した放送装置２００が、第ｎ＋１週目のＫ放送番
組終了後に、図３（ｃ）に示すように、Ａ（ｎ＋１）、Ｂ（ｎ＋１）、Ｃ（ｎ＋１）、Ｄ
（ｎ＋１）、Ｅ（ｎ＋１）、Ｆ（ｎ＋１）、Ｇ（ｎ＋１）、Ｈ（ｎ＋１）、Ｉ（ｎ＋１）
、Ｊ（ｎ＋１）及びＫ（ｎ＋１）の施設情報が繰り返して放送されているとする。ユーザ
がカーナビゲーション装置１００の電源をオンとすると（ステップＳ０１）、受信部１０
１はこれらの施設情報を乗せた放送電波を受信し（ステップＳ０２）、抽出部１０２は放
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送電波からこれらの施設情報を抽出する（ステップＳ０３）。
【０１４８】
　この場合、日曜日にはＪ放送番組とＫ放送番組が放送されており、Ｊ放送番組終了後か
らＫ放送番組終了までは、Ｋ（ｎ）、Ａ（ｎ＋１）、Ｂ（ｎ＋１）、Ｃ（ｎ＋１）、Ｄ（
ｎ＋１）、Ｅ（ｎ＋１）、Ｆ（ｎ＋１）、Ｇ（ｎ＋１）、Ｈ（ｎ＋１）、Ｉ（ｎ＋１）及
びＪ（ｎ＋１）の施設情報が繰り返して放送されていた。この放送の時に、カーナビゲー
ション装置１００が作動していて、Ｋ（ｎ）、Ａ（ｎ＋１）、Ｂ（ｎ＋１）、Ｃ（ｎ＋１
）、Ｄ（ｎ＋１）、Ｅ（ｎ＋１）、Ｆ（ｎ＋１）、Ｇ（ｎ＋１）、Ｈ（ｎ＋１）、Ｉ（ｎ
＋１）及びＪ（ｎ＋１）の施設情報をデータベース部１０３に既に蓄積していた場合には
、Ｋ放送番組終了後においては、制御部１０５はＫ（ｎ＋１）の施設情報のみがデータベ
ース部１０３にまだ蓄積されていないことを検出して（ステップＳ０４）、Ｋ（ｎ＋１）
のみをデータベース部１０３に蓄積し（ステップＳ０５）、残りの施設情報は蓄積せずに
そのまま消去する。
【０１４９】
　なお、施設情報を乗せた放送電波は常時繰り返して放送されるので、受信部１０１が受
信した放送電波に乗っている施設情報が既に全てデータベース部１０３に蓄積済みという
場合がある。この場合には、ステップＳ０４において、制御部１０５は、抽出部１０２が
抽出した施設情報は全て順次データベース部１０３に既に蓄積されていると判断されて、
施設情報の蓄積に関する動作は終了することになる。
【０１５０】
　（６）蓄積された施設情報の読み出し・表示等に関する動作
　次にカーナビゲーション装置１００がデータベース部１０３に蓄積された施設情報を利
用する動作について、図４及び図５を参照しつつ、説明する
【０１５１】
　なお、施設情報の読み出し及び表示については、通常のカーナビゲーション機能による
動作の中で実現されるので、通常のカーナビゲーション機能による動作も必要に応じて併
せて説明する。
【０１５２】
　カーナビゲーション装置１００の電源がオンとなると、現在位置取得部１０４がＧＰＳ
を利用して自車の現在位置に関する情報（緯度及び経度）、即ち現在位置情報を取得する
。
【０１５３】
　制御部１０５は、現在位置取得部１０４が取得した現在位置情報を認識して、カーナビ
ゲーション装置１００のディスプレイ１０６に表示される画面の初期設定が現在位置の周
辺の道路を示す場合には、現在位置周辺の道路に関する地図情報をデータベース部１０６
から読み出し、地図情報をディスプレイ１０６に周辺道路を示した地図画像として表示す
ることになる。
【０１５４】
　ここで、ユーザが現在位置周辺の飲食店に関する情報を知りたい場合には、操作パネル
１０７を操作して、ディスプレイ１０６の画面に表示されている地図画像上に地図施設情
報に含まれる飲食店と施設情報に含まれる飲食店の位置を表示させることができる。
【０１５５】
　即ち、ユーザが操作パネル１０７を操作して飲食店を選択して、制御部１０５にユーザ
が飲食店を選択したことを認識させる。そして、制御部１０５は飲食店が選択されたこと
を認識すると、データベース部１０３に記憶されている飲食店に関する情報、即ち施設情
報のうちの日時情報が所定範囲内の飲食店に関する情報と、地図施設情報のうちの飲食店
に関する情報とを検索して、読み出す。
【０１５６】
　そして、これらの飲食店のうち位置がディスプレイ１０６に表示されている地図画像の
範囲内にある飲食店の位置をその地図画像上に表示する。この場合、日時情報が所定範囲

Hyundai Exhibit 1007, Page 20 of 24 
Hyundai Motor Company v. Mel Navip LLC 

IPR2024-00174



(21) JP 2008-51605 A 2008.3.6

10

20

30

40

50

内にある施設情報の飲食店については、図５に示したように、「お勧め」という文字が入
った印１１２付きで飲食店の位置を示すことになる。
【０１５７】
　なお、操作パネル１０７を操作して制御部１０５に飲食店を選択したことを認識させる
代わりに、マイク１１１にユーザが飲食店と発声することで、制御部１０５に飲食店を認
識させることができる。この場合には、マイク１１１から向かって発話された音声は音声
認識部１０９において飲食店という音声として認識され、制御部１０５は飲食店が選択さ
れたことを認識することになる。
【０１５８】
　なお、データベース部１０３から地図施設情報と施設情報の双方の飲食店を検索して表
示するようにすると、地図画像上に飲食店の位置表示１１３が密集して表示される場合が
ある。このような場合には、ユーザは、操作パネル１０７を操作して、「お勧め」という
文字が入った印１１２付きの位置表示１１３のみを地図画像上に残すようにすることもで
きる。また、予め設定によって、データベース部１０３に蓄積された施設情報のみを検索
して、施設情報に含まれる日時情報が所定範囲内の飲食店の位置表示１１３のみを印１１
２付きで地図画像上に表示するようにすることもできる。
【０１５９】
　なお、画面に現れた「お勧め」という表示のタッチによって、飲食店に関する施設情報
に含まれるコメント情報を音声として出力するように設定されている場合、ユーザが「お
勧め」という表示をタッチすると、制御部１０５は「お勧め」という表示がタッチされた
ことを関知して、「お勧め」という表示に係る施設を認識する。
【０１６０】
　そして、制御部１０５は、データベース部１０３から検索して、その施設の施設情報中
に含まれるコメント情報を読み出し、そのコメント情報を音声合成部１０８に出力して音
声としてスピーカ１１０から出力する。ユーザはそのコメント情報を聞くことで、その飲
食店についての情報を更に得ることができる。
【０１６１】
　また、画面の「お勧め」という表示のタッチによって、飲食店に関する施設情報に含ま
れる営業時間、駐車場の有無、お勧め料理等の情報（画像情報を含む。）がディスプレイ
１０６の画面に表示されるように設定されている場合、ユーザが「お勧め」という表示を
タッチすると、制御部１０５は、「お勧め」という表示がタッチされたことを関知して、
「お勧め」という表示に係る施設を認識する。
【０１６２】
　そして、制御部１０５は、データベース部１０３から検索して、その施設の施設情報中
に含まれる営業時間、駐車場の有無、お勧め料理等の情報を読み出して、ディスプレイ１
０６の画面上に表示する。ユーザはその表示を読み、また画像を見ることで、その飲食店
についての情報を更に得ることができる。
【０１６３】
（７）その他
　上述の実施形態は、カーナビゲーションシステム及びカーナビゲーション装置に関する
実施形態であるが、本発明はカーナビゲーションシステム及びカーナビゲーション装置に
限定されるものではない。本発明はナビゲーション機能を有する携帯電話機を用いても実
現可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１６４】
【図１】実施形態のカーナビゲーションシステムの構成を示したブロック図である。
【図２】図１に示す送信装置及び放送用データベースの構成を示したブロック図である。
【図３】放送される施設情報の内容を示した図である。
【図４】カーナビゲーション装置の構成を示すブロック図である。
【図５】ディスプレイの画面に飲食店の位置が示された図である。
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【図６】カーナビゲーション装置の動作の一例を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１６５】
　１００：カーナビゲーション装置　　１０１：受信部　　１０２：抽出部　　１０３：
データベース部　　１０４：現在位置取得部　　１０５：制御部　　１０６：ディスプレ
イ　　１０７：操作パネル　　１０８：音声合成部　　１０９：音声認識部　　１１０：
スピーカ　　１１１：マイク　１１２：印　１１３：飲食店の位置表示
　２００：放送装置　　２０１：一時的記憶部　　２０２：変換部　　２０３：送出部
　３００：放送用データベース

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】
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